
第2章 繁 殖 と成長

第1節 性 比

成 熟 した シイ ラの雌雄の 間 に は, F ig. 9 に示すとおり頭部の形態に決定的な相違がみられる。こ

k、、』の外部形 態の相 違 は 体長40cm以 下 の 魚に つ い て は認 め る ことが で き な い。 い ま,1963年 か ら

1964年の6～9月にわ たり,島根県沿岸で漁獲 されたシィラの性比を外部形態に より調べた結果
.はT

able5に 示 す とお りであ る。 ただ し,性 の 判 別 は外部 形 態に よつ た ため,雌 雄不 明 の個体 が若

干あ る。

Fig, 9. シイラ頭部にみられる第2次 性徴
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Table 5. 島根県沿岸におけるシイラ魚群の性比

Sex ratio of dolphins cau .t 

off Shimme prefecture (western 

faL rt of Japan Sea.)



Table 5 を み る と,6～7月に は 雌 の割合 が多 いが,8～9月 には 雌雄 ほぼ 同 数 となつ てい る。

なわ ち,漁 期は じめ に は 雌が極 めて 多 く,漁 期が 進 む に つれ て 性比 は1:1に 近ず く。

第2節 成 熟 度 の 季 節 変 化

1.生 殖 腺 の 発 育 状 態

島根県 沿岸 で 漁 獲さ れる 体長20～90cmの 個 体 の生 殖腺 は,卵 巣の成 熟度 を 卵巣 内 卵粒 の大 き

さに よつて5階 級に 分 け る と,だ いた い次 の よ うな経 過 をた どつ て発 育す る こ とが観 察 され る。

未熟 期;卵 経0.1㎜以下 。 体 長20㎝(6月 中～ 下旬 。11月 上 旬)に 達 す る と生 殖腺 の存 在 を認

め る こ とが で き,そ の 長 さは約3㎝,重 量 は約0.5gに 達 す るが,肉 眼 で 卵巣お よび精 巣の判 別は

で き ない。

成 熟 前期;卵 粒の 最 大 卵経 が0.5㎜ 以 下 で,卵 経 頻度分 布 に も特 に 明 らかなモ ー ドは見 られ ない・

この期 の 卵巣は 体長40～50cm(7月 ・9～10月)に み られ.卵 巣 は精 巣 よ りも著 し く丸 味が

か かつ て太 く,長 さ6～7cm,重 さ4～5g前 後 であ る・

成 熟 中期;卵 経 頻 度 分 布に明 瞭 なモ ー ドが認 め られ る。 最 大卵経 群 のモ ー ドは0・5～0・7mmの と.}

ころに あ る・ この期 の 卵巣 は 体長5０㎝以上(6月下旬 ～8月下旬)に み られ ・淡 黄色 で ・重 さは1

魚体 の 大 き さに よつ て異 な る。

成熟 後期;最 大卵経 群の モ ー ドは0.8～1.０㎜ の と ころ に ある・ こ の状 態 では 腹部 を強 圧 して も}

卵の放出はまだ困難である。

完 熟 期;卵 放 出 直 前 の も の で,卵 経1.3～1.6mm,油 球 径0・3～0・4mmの も の であ る。

つ ぎに,1964年 の 漁期 聞 に 漁 獲され た体長50eirzb/上 の もの23尾 に つい て.体 長 の大 き さ順

に 卵 巣 の熟 度 を示 した のがTable6で あ る・

Table 6 に よる と,卵 巣 が急 激 に成 熟 す るのは 体長55e7nこ ろか ら であ り,体 長60cm以 上の

もの(魚 体 番 号1～9)で は 卵巣重量 は60～370タ でか な り大 きい か ら,今 期 中に産 卵 する可

能 性 が充 分 あ る。 しか し.体 長55cm前 後 の もの で9月 上 旬 に得 られ た もの(魚 体 番号10・15

～23)は
,卵 巣 が極 めて 小 さいか ら,こ の年 の産 卵に関 係 しな い と思 われ る。

2.体 長 と卵巣重量 ・抱卵数 とめ関係

成 熟 中 ・後期 の もの13個 体,未 熟 期 の もの38個 体 につ い て,体 長 と卵巣重量 との関係 をFig.

10に 示 した。 だい た い の傾向 は,体 長が 大 き くなるほ ど卵巣 重量 とその 変異 の 幅 も増 加 して いる。



Table 6. 島根県沿岸における魚体の大きさと卵巣熟度

Bay size ani maturity' of ovary in dolphins off %imane Prefecture.



成熟中 。後期の卵巣1０ 個体について抱卵数を算定

し, Table 7 に示す 。 こ こでは直経0.4㎜ 以上 の

卵巣卵の数 をもつて抱卵数とした。 また,卵 巣右葉

の前端部,中 央部および輸 卵管開口部附近の計3か

所から採集 した小塊中に含まれそいる卵数の平均直

を,全 重量に引き俺まして推定した。

抱 卵数 は体 長60～93㎝ の個 体 で20～222

万 粒で,一 般 に大 型魚 ほ ど抱 卵数 が多 い。

Fig. 10. 体長と卵巣重量との関係

Relationship of ovary weiat 

to body weight,

Table 7. 魚 の大 き さに よ る卵巣 重 量 と抱 卵数

Ovary weight arkd number of ovarian 

eggs by size of fish



５生物 学 的最 小 形

本 章 第5節 に よる と,シ イ ラの体 長 はほぼ1年 で約38em,2年 で約686傭 に達 す る。 琶 方,性 的

成熟 状態 は,体 長50傭 以 下の もの で成 熟 し た生 殖 巣を持 つ個 体 は 全 く見 い だせ ず,卵 放 出 ・放精 後

の個 体 もみ られ なか つ た。 シィ ラが 満1年 まで に産 卵す る可 能性 は .た とえ 低緯度水 域 で も小 さ い と

考えて さ しつか え なか ろ う。 しか し,体 長60em以 上 の個 体 は総 て 生殖 に 与か る もの と推 察 す る。

第３ 節 稚魚 の 出現 時 期 と地理 的 分布

1953年 に 「対馬暖流開発調査」が開始 されて以来.日 本海側各府県の調渣 ・研究機関に よつて対

馬暖流域に生息する稚 ・仔魚の採集*が 行なわれた.ま た,太平洋側 でも1954年 か ら 「冷害対策

調査」を始め,日 本海側と同様の組織的調査が行なわれた。その結果,シ ィラについてもかなりの資料

が集積された。本節では,こ れらの稚 魚採集記録に基づいて,本 種の産卵期と産卵場ならびに稚 ・仔魚

の生態について検討する。過去の採集記録

Fig.ii(a-c) の とお りで ある。

(App end ant Tab? 1) を整理 して図示すると.

1.東 支那 海・ 日 本海

季節的 に もつ とも早 く採集 され

た記 録 では,1954年1月16

日に 鹿 児島 県 南薩 水産 指 導所 が宇

治 群 島 西 南方 海 域 で 全長4.2㎜ と

13.5㎜ の2尾 を,同 日,鹿 児 島

県水 試 が トカラ 群島 海 域で 全 長

2entntの もの1尾 を採 集 してい る,

Fig. 1 1 (a- c)
-
日本近海にお`繍 魚の季節荊出現

Seasonal occurrence of 

juvenile dolphins in the 

adjacent waters to Japan.)

2～4月 にっ い ては,1956年

2月24日 に鹿 児島 県水試 が 沖縄

諸島 西 方海域 で 全長16㎜ の もの

・尾 を1959年3月22日に

長 崎 県水試がソコトラロック 東 南方

海域 で3尾(全 長8.4～128㎜

)を ・さらに.1955年4月2

8日 に鹿 児 島大 学 が 奄 美諸 島 東方

海域 で3尾(全 長4.7～7.5㎜)を 採集 して いる が ・それ ぞれ1回 つ つ の 採集 記録 に す ぎない(鹿 児 島

県水試,1953;長 崎県 水試,■959;鹿 児 島 大学 ・1953)。

*採 集に 用 い られた ネツ トは 口径1.3～1.4m,側 長4。5m,円 錐形の通 称 丸 稚A網 で あ る。
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5月 に入ると,採 集記録は急激に増加しているが,分 布範囲は依然として九州南方海域に限 られて

おり,6月 もまた同様の分布伏態である。

7月eZF入 る と,分 布 範 囲の 中心 は九 州 西方 海 域に 移 り,分 布の 北 端は 斉 州 島 東方海 域 に達 す る。 ・…一

方,西 南方 海域 での 採集 は減 少 してい る。 す なわ ち,1953年7月18日ec福 岡県 水 試が 斉 州島東

方海域 で2尾(全 長15～16㎜)と1尾(全 長132ntnt)を 採 集 してい る。8月 に入 る と分 布 は さ

らに北 方へ 移 動 し,1955年8月3日 に は 福 岡県 水試が対 馬 列 島東 方 海 域 で全長23.5naの ものを

1954年8月5日 に は島 根県 沿岸 で全 長48ntntの もの1尾 と,1961年8月23日 に35ntntの も

の2尾 が 得 られ て い る(福 岡県水 試,1958.;島 根 県水 試,1958;児 島,1963)。 また.

1955年8月23日 に 鳥 取 県 沿岸 で全 長12mmの もの1尾 が採集 さ れ てい る(鳥 取 県 水試,195

6)。 これ らの 稚魚 はか な り成 長 してい る か ら,も つ と早 い 時期 に対 馬 暖 流の上 流 海域 で艀 化 した も

のが,海 流 に よつて 運 ばれ て きた も ので あろ う。 この時期 の九 州西 方 海域 では稚 魚 だけ でな ぐ,魚 卵

も採集 され て い る。

9月 に入 る と,日 本 海 にお け る分 布 ・採集 記録 は一 年 中 で もつ とも多 く,か つ.広 範 囲 にお よ んで

い る。 分 布の 北 端 は 能登 半島 に達 し,そ こで1955年9月6日 に1尾(全 長22nnt)が 得 られ て い

る(富 山 県水試,1958)。

10月 に入 る と稚 魚 の 出現 は急 激 に減 少 し,島 根県 隠 岐島 以北 の海 域 では 採 集 され て い ない。11

月に は1955年11月10日 鹿児 島県 西岸 で1尾(全 長12mm)と,1953年11月21日 に:奄

美諸 島西方 海 域 で1尾(全 長4.2mm)を 得 た2回 の記録 しか ない(鹿 児島 県水 試,1957)。12

月に は,も はや シイ ラ稚 魚の 採集記 録 は みあた らない。

2.太 平 洋

太平 洋 沿岸 で季節 的 に もつ とも早 い採集 記 録は,東 海 区 水 研 が1957年2月9日 に紀 伊半 島 沿岸

で採集 され た全 長21㎜ の1尾 であ る。3月 の 採集 記録 は ない が,4月 に 入 る と和歌 山 県 水試 が19

54年4月17日 に 紀伊半 島 沿岸 で1尾 採集 してい る(服 部 ,1964)。

5月 に 入 る と採集 記 録 は急 激 に増 加 し,分 布範 囲は九 州 東 岸 の 日向 灘 か ら本 列仲 部 の鹿 島灘 に達 し

てい る。 す なわ ち,日 向 灘 で は全長6～13㎜ の もの を 採集 し,全 長50～120㎜ の もの を流れ 藻

の下か ら多数 抄い 獲つ て い る(宮 崎 県沿岸 指導 所,1964a)。 ま た,東 海区 水 研 が1954年5

月27日 に伊 豆 大島 沿 岸 で1尾(全 長26㎜)を,茨 木県 永試 がll953年5月30日 に35°47N.

141。53/E地 点 で1尾(全 長16㎜） を得 て い る(服 部,1964;東 北海 区 水 研,1953)。

6月 に 入 る と,千 葉 県 房総 半島 沿 岸 か ら東方 沖合 が分 布 の 中心 となつ てい る。

7～8月 の 採集 記録 は年 間 で もつ とも多い。 分布 の 北端 は 日本 海 側 に較 べて極 めて早 く北 上 し
,三

陸沿岸の40。Nに 達 して150°Eに わ た り広 く採集 され て い る。 そ の1尾 は岩 手 県水 試 が1961

年8月20日 に39。41'N,148°03'Eの 地 点 で得 て い る。 しか し,熊 野灘海 域 の 採集 は減少

する(東 北 海区 水 研,1953)。

9月に入ると採集記録 は急激に減少する。千葉県銚子以北の沿岸にはみられないが
,九 州東岸では

まだ多くの稚魚が採集されている(宮 崎県沿岸指導所,1964ｂ)。11月 に入ると,千 葉県水試



が1954年i1月17日 に32°10'N,143°42'E地 点 において 採集 した 全長43㎜ の1尾に

過 ぎな い。12月に は 太平 洋 岸に おい て も シィ ラ稚 魚 の採集 記 録 は み あた らない。

こ 海況 と稚 魚 の 分布

シイラ稚魚の出現状況を検討すると,採 集された場所の海況には共通 した特徴がみられる。

Fig,12 は鹿島灘における稚魚採集地点と表面水温分布との関係を示したものである。これをみ

ると,黒 潮は房総半島 沿岸から流向を転 じ,36CN繍 こ沿つて東方沖合へ流過する。一方,親 潮は

三陸沿岸よりに南下しており,両 海流は36。N線 に沿つて接触している。稚魚は黒潮水域に分布し.

その中でも潮暁に沿つて多 くみられる。 これは北上してきた稚魚が潮境附近に集積されるためであ

ろう。

Fig. 12. 稚魚採集地点と表面水温分布

Chart showing the relation between the occurrence 

of juvenile and the distribution of surface water 

temperature 

 ( Kasima -Nada,,late in June, 19 5 9)

つ ぎに,東 支 那海 にお け る稚 魚 採集地 点 と塩牽量 分 布 との 関係 をFig .13に 示 す。 稚魚 は沖縄か

ら九 州南 端に かけてcL18.7～19.0‰ 水 帯 に 採集 され.a17.00‰ 以 下の支那 大陸 沿 岸水 域

では得 られ て い ない。 シイ ラ稚 魚は 沿岸水 と黒 潮 との 混合 水 域 に 沿つ て 採集 され たこ とに な る。



O c c ur r en ees 

of juvenile

Fig. 13. 稚魚採集地点と表面塩素量分布

Chart showing the relation betmen the occurrence of juvenile 

and 121e distribution of chlorini ly in surface layer 

(East China Soa,Sept. 2- 14 , 1 9 5 ,5)

以上から,稚 魚が海流や水塊の接触する海域に多いのは,そ こに形成された渦動域へ稚魚が流入し

集積された結果であろう。同様の集積濃密化現象は地形的渦動域にもみられ,日 向灘 ・熊野灘などが

あげられる。

4.産 卵 好 適 水 温 ・塩 素 量 ・産 卵 場 所

水 戸(1960)に よ る と,宮 崎県 沿岸 ・五 島 周辺 で 天然 卵 を 採集 した時 の表面 水温 は21.0

～29.6℃ であつ た。 卵は 浮性 卵で あ るか ら ,艀 化 後間 もない 稚 ・仔 魚が 採 集 され た とき の表 面 水

温 ・塩 素量 は産 卵好 適 水 温 ・塩 素量 ・産 卵場 所 を推定 す る有 力 な手 がゆ りとな る。 』しか し.こ の よ

うな採集 記 録は極 めて 少 ない か ら.こ こ では全 長20ntm以 下 の稚 魚 につ い てbそ れ が 採 集 され た と

きの記 録 か ら産 卵好適 水 温 ・塩 素量 を推 定 す る こと とす る。・

Fig. 1 4

Fig. 1 4

は表面水温 ・塩素量 と採集回数との関係を示す頻度分布図である。

をみる と.全 長20㎜ 以下の稚魚が採集された水温範曲は17～30℃ で.そ の中で

も23～30℃の範囲における 採 集例 が 多い。 ま た ・塩 素量 範 囲 は15・5・～ .19・50‰ 広 い

範 囲にわ た つて お り.好 適 塩 素量 範 囲 も18.50～19.0‰ と比 較 的 巾が 広い 。

第6章 第1節 に述 べ るよ うに シイ ラ成 魚 はC17.5‰ 以 下や透 明 度 の 魯 ・水 域 に は来 遊 しな'

い。 また.稚 魚 出現 の好 適 範 囲 も水 温23～30。C .塩 素量18.5～19.5‰ と高 温 ・高戯 であ

う。 したが つ て ・シ イラの 庫 卵好適 場所 は黒 潮 主 流域 で あ る こ とが推 定 される。



第4節 稚 ・幼魚の生 態

Fig, 14. 稚魚(全 長20駕 π以下)採 集地点における表面水

温 と塩素:量の出現回数

FleqUen()yofoCcしtrrencθofjU▽eni]・edoユ ・phiJls

(Zessthan20mmin七 ・tatall1ength)bYD7uLrface

vvatertmperature(a)ardbych1・rmity(b).

稚 魚の生 態につ いて,内 田(19

24)。 中村(1936)は 流れ 藻

につい て生活 す る と推 定 して い る。

しか し,日 本 海 西区海 域 で6～11

月に 流 れ 藻 を抄 い とつ た結 果 では.

稚魚;は全 く得 られ て い ない(内 田

。庄島 .19 .58;千 田,196

2;児 島.1963)。 同一 の海

域 で も,流 れ 藻 を 抄 い とつた 場 合

よ り,む しろ 流れ 藻 の影 響 が ない

よ うに 注意 して 採集 した場合 に 稚

魚を得 て い る(児 島,1963)。

幼 魚 につ い ては 不 明 な点 が多 い 。

ここで は.稚 ・幼 魚の 生態 を採集 方 法 。採集 結果 か ら検 討 す る。

1.稚 魚

表 層 曳 稚 魚網 に よつて シイ ラ稚 魚が 採集 され た133回 につい て,1回 の曳 網で どれ だ けの 個

体 が得 られ たか をFig.15に 示 す訳 表層曳

た 稚 魚 の体 長組 成 をFig.16に 示 した。.

稚魚網で得た稚魚と流れ藻の下から抄いとつ

F1g.15. 稚魚網1曳 網当り個体

数別出現頻度

  F'requancy of occurrence 
 of juvenile dolphins by 

inaividual r i1ter per single 
operation of surface haul 
with fish larval net. 

(1 3 3 t ow net in total)

Fig 16. 表層曳稚魚網と流れ藻の下から抄い網で採

集された稚魚の全長組成

comparison -between bod r length composi-
tions of jevenile caught by surface haul 

with fish larval net and those scooped 
under drifting sea \se€iis.

Larval net collection,

drifting sea weeis collection.



これ ら に よると,稚 魚網 に よる採集 で は入 網 回数 の70%が1尾 つ つ,13%が2尾 づっ,7%が3

尾 つつ を 採捕 し.3者 で総回 数 の95%を 占め る。 稚 魚の 大 きさは 全 長3～14SnntこFbrよ ぶ が,そ の

90%は 全長25鋸 似 下 の もの で 占め られ,モ ー ドは 全長10 .1～15.0駕 鋸に みられ る。 また,宮 崎

県沿岸で5～6月 に流れ 藻の 下か らブ リ種 苗 を 採捕す る際 に一緒 に 採集 され た シィ ラ 稚魚(宮 崎県 沿 岸

漁業指 導所,1964a)の 全 長 範 囲は,40～120mntで,モ ー ドは90M前 後に あ る。 内田(19

24)・ 広 崎(1963)が 流れ 藻 の 下か ら得た 稚魚の 大 きさ も,総 て この 全 長範 囲に 含 まれ る。

流れ藻の下からブリ種苗と共に数尾～+数 尾づっ採捕された シイラ稚魚は魚体が大きく.稚 魚網で海

面から採集 した場合の稚魚は採集回数の75%が1尾 づっであり.魚 体は全ft301ral以 下と小さかつた。

稚魚網こ1回7～9尾 と集団で採集された例 も数回はあるが.そ の場合の 魚体 は全慶4傭 似 上の もの

であつた。全長30esa以 下の稚魚も流れ藻についているとすれば,稚 魚網に流れ藻が入網した場合に,

そのような稚魚が集団で採集されるはずであ鵜 しかし,小 さな稚魚にそのような現象がみられず,稚

魚網で採集した稚魚と流れ藻の下から得た稚魚の全長組成にかなりの相違がみられることは。全長30

～4entaま での稚魚は流れ 藻について生活 しないかまたはできないが ,全長40xn台 になると流れ藻に

r)いて生活を始めることを示している。

,2.幼 魚

1959年 と1960年 の6～7月 に 島根県 沿岸 で ト ビウオ 流 網 を操業 した と ころ,多 数の シイ ラ

幼魚を得た。その羅網状況を Table 8 に,体 長組成をFig. 17 に示 す。

Table 8. トビウオ流網に よるシイラ幼魚の羅網尾数

Catch records of young dolphin with flying fish drift not.



5月 下旬 か ら トビウ オ流 網が 操業 され る が,

シイ ラ幼 魚が 羅 網 し始 め るのは6月 中旬頃 か ら

で.体 長18～26cra程 度 の ものが沿 岸 水 域に

み られ る。 羅 網 は海 面 の 浮子 方 に多 く.流 れ 藻

がか か つ てい る場所 の 周辺 には数 尾 つつ 集団 で

羅網 して お り,水 深50cm以 深 の部 分に は 殆 ん

ど羅網 してい なか つ た。 また,網 成 りに 沿 つて

十数 尾 の 幼 魚が 群 泳 して い るの が しば しぱ 観 察

され た。

Fig. 17.

■冒V占6」 ■L)AあO'冨 冒

トビウオ流網で捕獲した シイラ幼魚の体

長組成

Body length composition of Young 

dolphin caught With flying fish 

drift rot.

トビウオ 流網へ の 羅 網は時 期 が進 むに つ れ て

増 加 す るが,来 遊初 期 に に 沿岸 に多 く,沖 合 に

少ない 傾 向が あ る。 す なわ ち,1959年6月

25日 に 浜田N60浬 地 点 で投 網 した と ころ幼

魚の捕 獲は 皆無 で あつ たが,翌 日に 沿岸:4～5

浬 地 点で投 網 し幼 魚6尾 を捕 獲 した。 しか し,

8～9月agecな ると距岸40～aO浬 の 漁場 で

捕獲 した シイ ラ成 魚 の 胃内容に 体 長8～27emの もの が 散 見され る。 ま た,1957年11月 に隠肢

島i三度 岬 の定置 網に体 長18.7～23。4emの もの数 百尾 が入 網 した。 これ らの こ とか ら.幼 魚は 夏季

に 日本海 を北 上 する が,秋 挙 に な る と成 魚 と共 に南 下 する こ とガ;推察 され る。

なお,体 長10～20cmの 幼魚 に は走光 性 が あ る。1956年9月29日,東 支 那海 で長 崎県 水試

が集 魚炉 こ集 まつ た幼 魚数 尾の うち1尾(全 長119・5切 を,同 じ く1965年1月26日 ・6。

25'N,85WW、llt11,,1,ii,で 輔 区 麟 力・鰻 、5嬬 後 の もの+魏(・ 尾 はエ ピス シイ ラ)を

抄い 獲つ た。 ま た,1964年8月 上 旬,日 本海 の大和 堆上 で イ カ 釣の際 に15～25cnの もの十

数尾 を 抄い 獲つ た。

第5節 年 令 と 成 長

1.体 長 の 頻 度 分 布

19'63年5月 か ら11月 に か けて 日本近 海 で得 た1,063個 体 の 月別 の体 環組 成 を

に示 す。

Fig. 18

資料は統計学的に無作為に採集されたものでないが,だ いたい年間の体長傾向を示すものと思われ

る。

Fig. 1 8 をみ る と,ま ず5月 頃 に体 長10cm前 後 の個 体 が 流れ 藻 な どにつ い て得 られ る。6月

には体 長20em前 後 の個 体 が 刺網 。定置 網 な どで得 られ る。 同時 に 体長70cm以 上の 大型 魚 が来 遊

し,8月 頃 か ら体長50cn前 後 の小 型 魚が多 くな る。 成 魚 の総 て は シイ ラ旋網 で 捕 獲 した もの であ

*1965年5月,日 水 会 中 ・四国 支 部例 会 で行 縄 茂 理氏 報告 。



るが,こ れ ら を 太平 洋 低緯度 水域 の魚 体繊 に較 ぺ ると,日 本近海 に来 遊 する成 魚は ・・一・L段と小 型 で あ る

こ とが わか る。

2.体 長 と体重 との関係

ここでは.魚 体の年令や肥満度の墜節的変化な

どを考慮することな く,概 括的な関係を求めるに

とどめ.る。

1959年 か ら1963年 ま での5か 年 間 の6

～10月 に漁 獲 され ,体 長 と体重 を正確 に測定 す

る こと の できた426個 体 につ い て 体長 と体重 の

関係をFig. 19 に示 す。

この資料に基づき最少二乗法によつて求めた体

長 と体重 の関係は,次 の実験式で表わされる。 ま

た,体 長100en前 後から雌雄に差が認められ,

雄が重い。

ただし 体重

尾叉長

Fig. 18

Fork length in cm

 Body length composition i n each 

 month from Ah,y to N wember in the 

 adjacent waters to Japan.

乙 成 長

シィ ラの鱗 ・耳 石 ・背椎 骨か ら年 令 を査 定 する・

ことは困難である (SCHUCK , 19 5 1) o

そ こで,体 長組成から魚体の年令を検討すること

とする。'

F19.18 の月別体長組成から田中(1954)

の方法 に よつ て,そ れ ぞれの 月 のモ ー ドを 分離 し .そ れ を一 線上 に描 い たのが,

これに よつて

Fig. 21

WALFORD

か ら

の成長定差図を描くと

BE RTALANFFY

F 1g.. 21 が得 られ る。

の成長方程式における定数を求めると,

Fig ,20 である。



に よつて 成 長度 を計算 す る と.シ ィ ラは艀 化後 満1年 で約38cm,満2年 で約68cm,満3年 で約90

ent,満4年 で約108em.満'5年 で約122cmeこ 達 し,生 物 学的 最 大 体長 は約175cnttこ 達 す る もの と

推 定 さ れ る。

Fig, I9. 体長と体重との関件

Tongth-might rolationship in dolphin.



Fig. 20. シ イ ラ の 成 長 曲 線

Growth curve of dolphin.

Fig. 21. WALFORD の成長定差図

Waif ord 1 B growth transf oria ti on.




